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F C東京の基本理念

シーズン当初に2023 Re‐VISIONを策定し、今シーズンは『LIFE with F.C.TOKYO～
FC東京がある日常を～』をテーマとして参りました。また、できる限り「2019年以前の
状態を取り戻すこと」をめざした1年でした。
しかしながら、新型コロナウイルス感染拡大防止のためのさまざまな制限は続
き、私たちが見込んでいたような「日常」を取り戻すことは難しく、昨シーズンに引き
続き、厳しいシーズンとなりました。
FC東京に関わる方 と々のコミュニケーションの再構築にも取り組み、SNSでの発
信などにも力を注いできました。しかし、「スタジアムで応援したい、練習を見学した
い、選手とふれあいたい」といったご要望が高まるなか、みなさまとの接点として計
画していたことも大幅に変更せざるを得ませんでした。SOCIOのみなさまには、年間
チケットによるメリットを提供することができず、クラブサポートメンバーの方々には
観客数制限によりチケットを取りづらい試合があり、今シーズンも多大なご迷惑をお
かけしたことを申し訳なく思っております。
チームは昨季の戦力をベースとし、さらに攻撃力を高めること、補強を含めて全
体のレベルアップを図りました。昨シーズンまではシーズン中の主力選手の海外移
籍という問題に直面し、1年を通して戦力を安定させることもクラブの課題でした。今
シーズンは移籍こそなかったものの負傷者が相次ぎ、特にディフェンス陣の台所事
情は厳しいものでした。
その原因について、シーズンオフの短さやアウェイ連戦によるコンディション調整
の難しさなど、1つに限定することはできませんが、現在、選手一人ひとりの状況と
データをもとに分析をしています。一年を通じて戦い抜く戦力を整えられなかったこ
とは、クラブの力不足と受け止めています。
長谷川健太監督には4シーズンにわたって指揮を執っていただき、2019シーズン

のJ1優勝争い、昨シーズンのACL出場、ルヴァンカップ優勝など、多くの成果をもた
らしていただきました。リーグ優勝にはあと一歩およばなかったものの、クラブ最高
順位につけ、選手たちが個々に、持てる力を余すことなく発揮するサッカーを体現で
きるようになりました。
ただ、今シーズンの成績に関しては、天皇杯での敗戦や5連敗を喫したように、波
があったことも確かです。長谷川監督にはこれまでの感謝の意を表しつつ、できるこ

とならば「シーズンを通して安定した戦力で」、そして「満員の味の素スタジアムで」
戦う環境を用意したかった。それができなかったことは私自身、とても心残りでした。
また、今シーズンのひとつのトピックスとして長友佑都選手の加入が挙げられま
す。彼には一選手としての力はもちろん、多くの経験やクラブ愛、想いの深さと強さを
もって影響を与えてほしいと思っています。タイトルを獲るために、強くなるために、
そして首都にふさわしいクラブになるために貢献してくれることにも期待しています。
アカデミーでは、U-15むさしの全国優勝（日本クラブユース選手権）、U-18から3選
手の来シーズントップ昇格、岡庭愁人選手（U-15深川～U-18～明治大）の加入内定の
ほか、多くの成果が出せています。脈 と々受け継がれるアカデミーの実りある活動は、
クラブサポートメンバーを中心にみなさまの支えがなければ成し遂げることができま
せん。クラブの輝く未来に向けて、引き続きのご支援をよろしくお願いいたします。
近年、サッカー界を取り巻く環境が大きく変わるなか、私たちも目に見える変化を
求めてきました。しかし経営状況を含め、コロナ禍によって受けたダメージは大きく、
まさに今、ここからのFC東京がどうあるべきか、が問われていると感じます。クラブ創
設から23年が経ったものの、あらゆる面でわれわれのVISIONにたどり着くような結
果は残せていない。その現実も痛感しています。
サッカー界が新たな競争のフェーズに突入し、私たちクラブにも、チームにも刺激を
取り入れ、新陳代謝を図らなければならない。今はまさにその岐路に立っています。首
都のクラブとしてサッカー界やJリーグをリードする存在になっていきたい。その想いを
実現させるためにも、さらなる大きな変化が必要になる時期だと捉えています。
みなさまにはどのような時でもご声援・ご支援を送っていただき、深く感謝すると

ともに、来シーズンはこれまで以上にSOCIOやクラブサポートメ
ンバーとしての喜びをご提供できるように努めて参ります。とも
に歩みを進めるために、今後もご支援・ご声援のほど、どうかよ
ろしくお願い申し上げます。

次に掲げる理念の具現化を地域社会・行政・企業の協力体制により組織的に推進し、長期的な
視点から真の「都民のための地域密着型Jリーグクラブ」づくりを目指します。

LIFE with F.C.TOKYO  ～FC東京のある日常を～
※2020シーズン初めに『2023VISION』を発表いたしましたが、新型コロナウイルスの影響により凍結し、新たな
『2023VISION』を2021シーズン初めに発表いたしました。

東京フットボールクラブ株式会社

代表取締役社長 大金 直樹

資本金
1,187,000,000 円
（2022年1月31日時点）

所在地
[調布事務所]
〒182-0034 東京都調布市
下石原1-2-3 TSOビル
【TEL】 042-444-2630

［小平グランド］
〒187-0001 
小平市大沼町3-14-1
東京ガス武蔵野苑内

［深川グランド］
〒135-0003 
東京都江東区猿江2-15-10

会社名
東京フットボールクラブ株式会社
TOKYO FOOTBALL CLUB Co., Ltd.

エンブレム

創立
1998年10月1日（都民の日）

主な事業
1.プロサッカーチーム「FC東京」の運営（1999年よりJリーグディヴィジョン2に加盟）
2.サッカースクールおよびサッカーの普及活動
3.チームのオリジナルグッズの製作・販売

基 盤

年度計画

ビジョン

理念

行
動
指
針

1 川崎フロンターレ 92 28 8 2 81 28 53
2 横浜Ｆ・マリノス 79 24 7 7 82 35 47
3 ヴィッセル神戸 73 21 10 7 62 36 26
4 鹿島アントラーズ 69 21 6 11 62 36 26
5 名古屋グランパス 66 19 9 10 44 30 14
6 浦和レッズ 63 18 9 11 45 38 7
7 サガン鳥栖 59 16 11 11 43 35 8
8 アビスパ福岡 54 14 12 12 42 37 5
9 FC東京 53 15 8 15 49 53 -4
10 北海道コンサドーレ札幌 51 14 9 15 48 50 -2
11 サンフレッチェ広島 49 12 13 13 44 42 2
12 セレッソ大阪 48 13 9 16 47 51 -4
13 ガンバ大阪 44 12 8 18 33 49 -16
14 清水エスパルス 42 10 12 16 37 54 -17
15 柏レイソル 41 12 5 21 37 56 -19
16 湘南ベルマーレ 37 7 16 15 36 41 -5
17 徳島ヴォルティス 36 10 6 22 34 55 -21
18 大分トリニータ 35 9 8 21 31 55 -24
19 ベガルタ仙台 28 5 13 20 31 62 -31
20 横浜ＦＣ 27 6 9 23 32 77 -45

順位 チーム名 勝点 勝 分 敗 得点 失点 得失点差

【グループステージ（Bグループ）】    
 第1節　3/3(水) 徳島ヴォルティス 〇1-0 味の素スタジアム
 第2節　3/28(日) ヴィッセル神戸 〇2-0 味の素スタジアム
 第3節　4/21(水) 大分トリニータ 〇0-1 昭和電工ドーム大分
 第4節　4/28(水) 徳島ヴォルティス △1-1 鳴門・大塚スポーツパーク ポカリスエットスタジアム
 第5節　5/5(水・祝) ヴィッセル神戸 △0-0 ノエビアスタジアム神戸
 第6節　5/19(水) 大分トリニータ △1-1 味の素スタジアム
【プレーオフステージ】    
 第1戦　6/5(土) 湘南ベルマーレ ●0-1 駒沢オリンピック公園総合運動場陸上競技場
 第2戦　6/13(日) 湘南ベルマーレ 〇1-4 レモンガススタジアム平塚
【プライムステージ 準々決勝】    
 第1戦　9/1(水) 北海道コンサドーレ札幌 ●2-1 札幌厚別公園競技場
 第2戦　9/5(日) 北海道コンサドーレ札幌 〇2-0 レモンガススタジアム平塚
【プライムステージ 準決勝】    
 第1戦　10/6(水) 名古屋グランパス ●3-1 豊田スタジアム
 第2戦　10/10(水) 名古屋グランパス 〇2-1 味の素スタジアム

開催日 対戦相手 スコア 会場

※下位4チームがJ2リーグに降格
※2022シーズンよりジュビロ磐田、京都サンガF.C.がJ1リーグ昇格

順位表

戦績表

■入場者数（人）  ●試合数（試合）  ▲平均（人）
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▲24,096
●17
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▲25,290

●17
■429,934

▲25,716
●17

■437,176

▲25,884
●17

■440,032

▲25,073
●17

■426,246

▲25,187
●17

■428,184
▲28,784

●17
■489,336

●17
▲24,037

■408,623 ▲26,490
●17

■450,331

▲26,432
●17

■449,338

▲31,540
●17

■536,187

▲5,913
●17

■100,522
▲7,128

●19
■135,423

▲23,955
●17

■407,243

▲17,562(J2)
●19

■333,680

▲25,112
●17

■426,899

▲22,313
●15

■334,698

▲11,807
●15

■177,107

▲3,498(J2)
●18

■62,963

サッカーを通じて青少年の健全な心身の発達および都民の健康や喜びづくりに寄与し、スポーツ文化の
振興ひいては地域社会の発展、国際交流・親善に貢献する。

将来的には、サッカー以外のスポーツを含め、競技スポーツとレクリエーションの両分野で地域社会に
貢献できるような「生涯スポーツ」を視野に入れたクラブを指向し、これをJ リーグクラブの組織づくりの
ベースとし、その発展・拡大により実現していく。

都民のシンボルとなり、青少年に夢を与える首都東京に相応しいサッカーチームを育て、多くの都民の
ファンをつくり、都民の連帯感（地域社会への帰属意識）の醸成・地域社会の活性化に寄与する。

サッカークリニック・サッカースクール・各種イベントを中心に、学校や各地域におけるサッカー活動との
連携・協力を図り、青少年をはじめ都民各層に対するサッカーの指導・普及活動に努める。

2020 2021

TOPICS ・2020シーズンに引き続き新型コロナウイルスの影響により、来場者数に制限を設けた試合開催となりました。
・5月1日横浜F・マリノス戦は新型コロナウイルスによる緊急事態宣言の影響により無観客試合となりました。
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BASIC PHILOSOPHY

2023 VISION

■  会社概要

■  ごあいさつ

前身である東京ガスフットボールクラブ創部。

東京都リーグより関東リーグに昇格。

全国地域リーグ決勝大会で優勝。 JSL2部へ昇格を果たす。

JFLに加入。

天皇杯でJリーグ勢を3連破し、準決勝へ進出。

JFL念願の初優勝を飾る。
Jリーグディビジョン2（J2）に参入決定。東京フットボールクラブ株式会社を設立し、東
京初のJリーグクラブが誕生。

ヤマザキナビスコカップベスト4進出。
J2リーグでは2位の成績で、1年でJ1昇格を決める。

J1初めてのシーズン。1stステージ6位、2ndステージ8位。総合7位。

東京スタジアム（現 味の素スタジアム）開業。

ヤマザキナビスコカップで決勝に進出、浦和レッズにPK戦の末勝利し、念願のクラブ初
タイトルを獲得。

クラブ創設10周年を迎える。第32節まで優勝の可能性を残すも、J1リーグ6位でシーズ
ン終了。ヤマザキナビスコカップベスト8。天皇杯ベスト4。

ヤマザキナビスコカップで決勝に進出、川崎フロンターレに勝利し、クラブ2つ目のタイ
トルを獲得。チームマスコット「東京ドロンパ」が登場。

J1リーグで16位となり、J2 降格。「2010 Jリーグアウォーズ」の最優秀育成クラブ賞を受賞。

J2リーグで優勝、1年でのJ1リーグ復帰。第91回天皇杯で初優勝、AFCチャンピオンズ
リーグ（ACL）出場権獲得。

FUJI XEROX SUPER CUP 2012に初出場。ACLラウンド16に進出。J1リーグ10位。

J1リーグ9位。リーグ戦においてクラブ新記録である14試合無敗を達成。

2ステージ制の導入。J1リーグ1stステージ2位、2ndステージ6位。年間4位。ヤマザキナ
ビスコカップベスト8。天皇杯ベスト8。ACLプレーオフ出場権を獲得。

ACLラウンド16進出。J1リーグ1stステージ9位、2ndステージ9位、年間9位。ルヴァン
カップベスト4。天皇杯ベスト8。FC東京U-23を編成、J3リーグ10位。

J1リーグ13位、J3リーグ11位、ルヴァンカップベスト8、天皇杯2回戦敗退。「2017Jリー
グアウォーズ」最優秀育成クラブ賞、フェアプレー賞を受賞。

J1リーグ6位、J3リーグ14位、ルヴァンカップグループステージ敗退、天皇杯ラウンド16
敗退。「2018Jリーグフェアプレー賞」をJ1リーグ、J3リーグで受賞。

J1リーグ 2位、J3リーグ 16位、ルヴァンカップ 準々決勝進出、天皇杯 3回戦敗退。
2019JリーグアウォーズにてFC東京が「フェアプレー賞高円宮杯」を、FC東京U-23が
「フェアプレー賞(J3)」を受賞。

YBCルヴァンカップ決勝にて柏レイソルに勝利し、11年ぶり3度目の優勝を果たす。
J1リーグ 6位、ACL ラウンド16進出。
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J1リーグ9位、ルヴァンカップベスト4、天皇杯2回戦敗退2021

新バモバス登場 チーム初3rd
ユニフォーム着用

長友 佑都選手 復帰
・長友 佑都(SAMURAI BLUE日本代表)
・小川 諒也(SAMURAI BLUE日本代表)
・田川 亨介(U-24 日本代表)
・渡辺 剛(U-24 日本代表)
・野澤 大志ブランドン(U-20日本代表)

代表選出（2021シーズン在籍選手）

クラブ理念 / FC東京の歩み

TOPICS 04TOPICS 01 TOPICS 02 TOPICS 03

クラブの歴史

来場者数推移

2021 順位・戦績

強く、愛されるチームをめざして

2 3



千代田区

新宿区

中央区

港区

文京区 台東区 墨田区

江東区

品川区

目黒区

大田区

世田谷区

渋谷区

中野区
杉並区

豊島区

北区

荒川区

板橋区

練馬区

足立区

葛飾区

江戸川区

八王子市

立川市
武蔵野市

三鷹市

府中市

昭島市

調布市

町田市

小金井市

小平市

日野市

東村山市

国分寺市

国立市

西東京市福生市

狛江市

東大和市

清瀬市

東久留米市
武蔵村山市

多摩市
稲城市

瑞穂町

D

［FC東京パーク府中］
府中市宮町1-41-2 
ミッテン府中屋上
【TEL】 042-314-1380

［味の素スタジアム］
調布市西町376-3

B

A

杉並区上井草スポーツセンター
杉並区上井草 3-34-1
【TEL】 03-3390-5707

E 小金井市総合体育館
小金井市関野町1-13-1
【TEL】 042-386-2120

H

小金井市栗山公園健康運動センター
小金井市中町2-21-1
【TEL】 042-382-1001

I杉並区妙正寺体育館
杉並区清水3-20-12
【TEL】 03-3399-4224

F

杉並区永福体育館
杉並区永福1-7-6
【TEL】 03-3328-3146

G

C

A

B

C

D

[調布事務所]
東京都調布市下石原1-2-3 TSOビル  
【TEL】042-444-2630

［深川グランド］
東京都江東区猿江2-15-10

［小平グランド］
東京都小平市大沼町3-14-1
東京ガス武蔵野苑内

クラブコミュニケーターアクション（C.C .A）
今後のホームタウン(地域)との繋がりをより生み出し深めていくために、
石川直宏CCの熱い想いと地域のみなさまと一緒につくり上げていく新た
な取り組み「クラブコミュニケーターアクション（C.C.A)」を実施しています。

住        所

電話番号

収容人数

東京都調布市西町376-3

042-440-0555

48,955人

開催日 対戦相手 イベント名

3月21日（日）　

5月22日（土）

5月30日（日）

6月27日（日）

9月12日（日）

10月23日（土）

11月3日（水祝）

11月20日（土）

12月4日（土）

ベガルタ仙台 東京オーヴァル京王閣 Day

ガンバ大阪 New Balance Day

サンフレッチェ広島 Teddy Bear Day

大分トリニータ FC東京でんき Day

柏レイソル 大矢運送 Day

鹿島アントラーズ 明治安田生命 Day

清水エスパルス NO PLANET, NO TOKYO

徳島ヴォルティス きらぼし銀行 Day

アビスパ福岡 ジーク Day

2021年 マッチイベント実施報告

11月3日(水祝)清水エスパルス戦では地球環境をテーマにした『NO 
PLANET, NO TOKYO』を開催。イベント名を掲げたTシャツの配布や、クラ
ブスポンサーによるSDGsの取り組みを紹介しました。

新型コロナウイルス感染症の影響による入場者数制限がある中でも、
ご来場のみなさまに楽しんでいただけるイベントを実施しました。

11月20日(土)徳島ヴォルティス戦の『きらぼし銀行 Day』では、オリジナル
コラボバンダナ・ランドリーバックを来場者へプレゼントした他、サッカー
を通じた青少年の健全な心身の発達やスポーツ文化の振興活動にご賛
同いただき、育成資金を贈呈していただきました。

FC東京サッカー・フットサルスクール

FC東京サッカースクール アドバンスクラス

事務所・アカデミー

味の素スタジアム

FC東京サッカー・フットサルスクール 派遣校

指定管理者

スタジアム

A

J

E

「帝人フロンティア株式会
社」と味の素スタジアムで
ゴミ分別の啓発活動や使
用済みペットボトルを回
収し、リサイクル繊維で
グッズを制作する「ECOパ
スプロジェクト in 味スタ」
を実施しました。グッズは
社会福祉法人東京コロニーにて加工・縫製されたエコバッグ。毎年楽しみ
にされている方が多く、全て完売いたしました。

11月3日（水祝）清水エスパルス戦で東京都共同募金会ならびに協働募金
調布地区協力会との協働で「赤い羽根共同募金の募金活動」を行いまし
た。オリジナルの青赤の羽根や売上が募金となる「チャリティーピンバッ
ジ」は、好評をいただいています。

オレンジリボンには「児童虐待防止」というメッセージが込められており、
子どもたちの笑顔を守るために一人ひとりに何が出来るのかを呼びかけ
ていく活動が「オレンジリボンキャンペーン」です。11月20日（土）徳島ヴォ
ルティス戦で東京都と連携し啓発グッズを配布しました。

#楽しくやろうCCAごみ拾い部＠味スタ

#楽しくやろうCCAごみ拾い部＠多摩川河川敷
#楽しくやろうCCA農業部
＠三鷹

スタジアムホームタウン「東京」

事務所・アカデミー
Hometown "TOKYO"

指定管理者
Hometown "TOKYO"

スタジアム
Hometown "TOKYO"

「ECOパスプロジェクト in 味スタ」の実施

オレンジリボンキャンペーン

赤い羽根共同募金

義足や内部障がい者、難病の方など援助や配慮を必要としていることが外
見からは分からない方々のための「ヘルプマーク」の普及啓発活動に協力
し、11月20日（土）徳島ヴォルティス戦で東京都と東京ドロンパとコラボし
た啓発グッズ「マスクケース」を配布しました。

ヘルプマーク普及啓発活動

：東京都との取り組み

：東京都との取り組み

J

J

E
H

I

F

G

味の素スタジアム マッチイベント
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2021年FC東京の取り組み

昨年に続き、2021シーズンの新型コロナウイルス感染症に

よる影響下でのFC東京の取り組み等を紹介いたします。
渋谷区長谷部区長を表敬訪問し、2020 JリーグYBCルヴァンカップ優勝の報告
および2021シーズンの意気込みをお伝えし、より一層の応援をお願いしてま
いりました。

渋谷区との連携により、渋谷駅周辺の街頭
ビジョンに長友佑都選手が出演する「落書き
防止」の啓発映像の放映及び、区内約500箇
所に「落書き防止」啓発ポスターの掲出を行
いました。教育委員会主催の渋谷区内の中
学生を対象とした「シブヤクリニック」には石
川直宏CCが参加。渋谷区体育協会主催の
「シブヤスポーツフェスティバル」にも参加。

2021シーズンでは、試合のチケットを持っていなくても、誰でも参加ができ
る完全無料のサッカーイベントなど楽しい催しを多数実施。TOKYO FAMILY 
DAYではスタンプラリーの実施やフォトブースを設置し、小さなお子様に楽
しんでいただきました。また、青赤パークならではの企画で美味しいフード
やドリンクも販売しました。

子どもたちの「体力向上」や「運動に親しむ機
会」の創出など生涯スポーツの基礎となる能力の運動能力の獲得に焦点を当
てた「あおあかドリル（運動ドリル）」を製作し、都内103校の小学1年生約
10,400人に配布。また、ドリルを活用した授業を実施しました。

昨年に続き、今シーズンも青赤パークオンラインを配信しました。今シーズン
からは「株式会社アムタス」にご協賛いただき、さらに充実したコンテンツで配
信。多くのゲストにもお越しいただき試合を盛り上げていただきました。

今年で14回目となる小学校訪問を昨年に引き続き、オンライン会議システム
を活用して実施。都内小学校6校約830名の子どもたちとオンラインを介して
交流を深めると同時に、選手から子どもたちに「夢や目標」を叶えるために
大切なことを伝えました。

都立小児総合医療センターとの連携の一環として、今年で３回目となる病院
訪問を実施しました。新型コロナウイルスの影響で今年も病院への訪問がか
なわず、オンラインでの実施となりました。今年は2名の選手と石川直宏CCが
少年と交流しました。

小平グランドでの職場体験を11月に1年半ぶりに実施することができました。
当日は、グランドのライン引きのお手伝いや選手との対談を実施しました。

ビデオWEB通話サービスを活用したオンラインイベント参加権付グッズを販
売。グッズ購入者を対象に、選手と個別のオンライントーク＆2ショット撮影会
を実施。コロナ禍でリアルな場でのイベント開催が難しい中、オンラインで
ファン・サポーターと交流しました。

府中市とスポーツ振興にとどまらず、健康福祉、産業振興、教育など様々な分
野において相互の連携強化と、協働した取り組みの実施により、地域の一層の
活性化を資するために改めて協定を締結し、様々な取り組みを実施しました。

青赤パーク あおあかドリル配布青赤パークオンラインBefore/After
The Match presented by めちゃコミック

渋谷区との取り組み

新宿区との連携により、新宿区内のアルタビジョンに新型コロナウイルス感染
防止の啓蒙映像および「TOKYO IS COMING BACK」や「『FC東京×ブルーロッ
ク』スペシャルコラボムービー」の映像の放映を実施いたしました。

オンライン小学校訪問

渋谷区表敬訪問

ご来場いただくファン・サポーターのみ
なさまに安心して試合観戦をお楽しみい
ただけるよう、ホームゲームでの感染症
対策として
①Jリーグ 新型コロナウイルス感染症対
応ガイドラインの遵守と徹底
②ファン・サポーターのみなさまとともに
「新しい生活様式」の実践への取り組み
③東京都・味の素スタジアムと連携した
新型コロナウイルス感染症対策への取
り組み　　

を基本方針としてホームゲームを開催し
ました。
また、上記感染対策をとりつつ日常を取り
戻すために、各種イベントの実施も再開
いたしました。

「株式会社ミクシィ」のご協賛をいただき、年間チケット購入者（SOCIO）を対象
とした『SOCIO DAY supported by XFLAG』を味の素スタジアムで開催。限定公
開試合(45分×2本)や選手トークショーなどみなさまへの日頃の感謝を込めた
イベントを実施しました。

SOCIO DAY オンライン交流イベント 多摩少年院との交流 オンライン病院訪問

府中市との協働協定締結

ホームゲームでの感染症対策 新宿区との取り組み
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深川スクール
深川コース

大森スクール
大森コース

アミノバイタルコース

府中コース

西葛西フットサルスクール

府中スクール
府中フットサルスクール
あおぞらスクール

駒沢ジュニアサッカースクール

永福フットサルスクール

大井町スクール

上石神井スクール

小金井フットサルスクール

小平天神スクール

国分寺スクール

吉祥寺スクール

調布飛田給スクール
飛田給スクール

八王子スクール

小平スクール
小平コース

上井草スクール

中野サッカースクール

代々木スクール

プライベートスクール白金

錦糸町スクール

普及活動育成活動

サッカースクール・フットサルスクール

東京ガス株式会社、株式会社大林組、株式会社
ジークにご協賛いただき、島しょ部を含めた都
内全域で各種サッカーフェスティバルやサッ
カークリニックを開催しました。今年度も感染
症対策を講じながら、小学生・女性・障がいのあ
る方など様々な方を対象にサッカーの楽しさに
触れることのできる機会を提供しました。

FC東京は、トップチームへの優秀な選手を輩出するために、勝者のメンタリティを兼ね備え自立した選手を育成し、攻守に支配するサッカースタイルを確立
します。

都内23箇所(スタッフ派遣校9校を含む)で行われている「サッカースクール・フットサルスクール」には、約4,000名の子どもたちが在籍しています。
個人の技術・戦術面でのレベルアップはもちろん、自ら考え取り組む力や仲間と協力する力も育みます。

FC東京サッカー・フットサルスクール

FC東京サッカースクール アドバンスクラス

FC東京サッカー・フットサルスクール スタッフ派遣校

教育委員会と連携した「キャラバン隊」・東京都
サッカー協会と連携した「キッズ巡回」・FC東京
独自の「巡回サッカー教室」では、感染症対策を
十分に講じた上で普及部コーチが学校・園を訪
問し、サッカーの楽しさを伝えるだけでなく、自
分で考え行動できるような働きかけをしていま
す。子どもたちの自立心の成長が感じられる貴
重な体験授業です。

一人でも多くの子どもたちがサッカーを通じて
楽しく元気に育ってもらえるように、知的障がい
のある子どもたちを対象にスクールやイベント
を定期的・継続的に実施しています。調布市で
は毎月1回の「あおぞらサッカースクールin調
布」を昨年に続き開催し、さらに発達障害に関
する学会「第4回日本DCD学術集会」では登壇し
て活動発表を行いました。

女の子・女性がサッカーやフットサルを、気軽に
始めることのできる場として「なでしこひろば」
や「女性限定サッカー・フットサル教室」を、感染
症対策を講じながら開催しています。また、ス
クールにガールズ・レディースクラスを設け、楽
しみながらプレーを続けていける環境づくりを
大切にしています。

大人を対象とした「おとなのサッカー・フットサル
教室」は、「観るスポーツ」としてだけではなく実
際にプレーをすることで、より交流や理解を深め
てもらう活動です。今年度も参加者のみなさま
にも感染症対策へご協力いただき、年齢や性別
を問わずたくさんの方との出会い・再会の場と
なりました。

場所を問わず気軽に参加できるオンラインでの
イベント・講習会を積極的に実施し、指導者の
みなさまや保護者の方を対象にした講習会で
は活発な意見交換が行われました。他にも島
しょ部のみなさまとも交流の場が生まれるなど、
コロナ禍で新たに生まれた取り組みを継続して
います。

FC東京が運営するフットサル施設「FC東京パー
ク府中」。新型コロナウイルス感染症対策を講じ
ながら、スクール活動をはじめ各種サッカー・
フットサルイベント、土日祝日にはFC東京普及
部コーチによる親子サッカーやスキルアップ教
室などのワンデイイベントを実施し、老若男女
たくさんの方にご来場いただいています。

FC東京は杉並区上井草スポーツセンター、妙
正寺体育館、永福体育館、小金井市総合体育
館、栗山公園健康運動センターの指定管理者と
して、各施設の管理・運営を行っています。加え
て、2021年10月には「杉並区松ノ木運動場」、
「杉並区下高井戸運動場・区民集会場」の指定
管理者に選定されました。サッカー・フットサ
ル・ビーチサッカーといった教室事業をより一
層普及させ、職場体験や地域への講師派遣な
ど、多様な形でみなさまとの交流を継続しなが
ら、地域社会に貢献していきます。

選手育成コンセプト

Speed

Personality

Insight

Race

Independence

Technique

スピード

人間性

洞察力・判断力

競争

自立

テクニック

サッカースタイル

Attack
ボールと人が考えて動く、攻撃的パスサッカー

Transition
切り替え・ハードワーク

Collective
攻守にプレーが連続
連動したコレクティブなサッカー

Possession
ポゼッション
（ゴールを目指す・シュートで終わる）

渡辺 剛 三田 啓貴 波多野 豪 内田 宅哉 阿部 伸行 品田 愛斗 蓮川 壮大

岡崎 慎 安部 柊斗 大森 理生 岡庭 愁人バングーナガンデ 佳史扶 寺山 翼

 ※2021シーズン在籍選手アカデミー出身選手

●高円宮杯 JFA U-18サッカープレミア
　リーグ 2021 EAST　6位
●高円宮杯 JFA U-18サッカーリーグ
　2021東京1部　8位
●第45回 日本クラブユース
　サッカー選手権（U-18）大会　ベスト8

●2021年度関東ユース（U-15）サッカーリーグ1部　6位
●2021年度関東ユース（U-13）サッカーリーグ1部Aリーグ　６位（暫定）
　※1/12時点で1試合未消化のため暫定順位となります。
●高円宮杯 JFA　第33回全日本U-15サッカー選手権大会　ベスト32

●2021年度関東ユース（U-15）サッカーリーグ1部　2位
●2021年度関東ユース（U-13）サッカーリーグ1部Bリーグ　2位（暫定）
　※1/12時点で2試合未消化のため暫定順位となります。
●第36回 日本クラブユースサッカー選手権（U-15）大会　優勝
●高円宮杯 JFA　第33回全日本U-15サッカー選手権大会　ベスト16

トップチーム
U-18
U-15深川/U-15むさし

サッカースクール
（アドバンスクラス）

大迫 蒼人

U-18

梶浦 勇輝

U-17

小林 将天

U-16

山口 太陽

U-16

大町 彪悟

U-15

後藤 亘

U-15

中野 裕唯

U-15

佐藤 龍之介

U-15

立花 圭吾

U-15

藤井 維咲

U-15

都内21箇所（スタッフ派遣校8校を含む）で行われている「サッカースクール・フットサルスクール」には、約4,000
名の子どもたちが在籍しています。個人の技術・戦術面でのレベルアップはもちろん、自ら考え取り組む力や仲間
と協力する力も育みます。

サッカー・フットサルを通じてスポーツの楽しさを伝え、老若男女問わず気軽にスポーツを楽しめる環境づくりに寄与しています。
各地域の行政・学校や団体とも連携・協力を図り、幅広い活動を行いました。

年代別日本代表

育成ビジョン

おとなのサッカー・フットサル教室 オンライン講習会・イベント FC 東京パーク府中 指定管理者

サッカーフェスティバル・サッカークリニック キャラバン隊・キッズ巡回 あおぞらサッカースクール 女の子・女性向けのサッカー教室
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チームマスコット

クラブスポンサー

東京ガスバレーボール部を前身とし、1986年地域リーグ（東部）に初参戦。2003年「FC東京バレー

ボールチーム」へ移行。2009年V・チャレンジマッチ（入替戦）に勝利し、Ｖ・プレミアリーグ（当時）

昇格。2018年に墨田区総合体育館をホームアリーナとし、V.LEAGUE DIVISION１（V1）に参戦中。

チーム名
サントリーサンバーズ
パナソニックパンサーズ
ウルフドッグス名古屋
ジェイテクトSTINGS
東レアローズ
JTサンダーズ広島
堺ブレイザーズ
FC東京
VC長野トライデンツ
大分三好ヴァイセアドラー

順位
１位
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位
10位

2020-21  V.LEAGUE DIVISION 1 MEN 順位表

〒135-0003 東京都江東区猿江2-15-10

TG深川体育館

バレーボール教室バレーボール教室

バレーボールを通じた地域貢献１
バレーボールを通じて青少年の健全な心身の育成および都民各層の健
康や喜びづくりに寄与し、豊かなスポーツ文化の振興に貢献します。

2 バレーボールの普及と発展
バレーボールの競技人口拡大とレベルの向上を図り、生涯スポーツとして
バレーボールを楽しめる環境づくりに努めます。

3 自立した個人の集団の創造
常に勝利を目指す自立したトッププレーヤーの集まりであると同時に、社
会人としてそれぞれが持つ仕事・責任を全うする「バレーボールと仕事を両
立する集団」のロールモデルとなることを目指します。

「東京ドロンパ」
1998年10月1日、港区麻布狸穴町（まみあなちょう）で
生まれる。
六本木と東京タワーのほぼ真ん中に位置する狸穴町、
いわゆる生粋の都会っ子である。

遊び場はもちろん噴水の素敵な狸穴公園。
知らぬ間にパッと現れ、ドロンといなくなることから、いつしか仲間
から＜東京ドロンパ＞と呼ばれるようになった。
東京タワーのそばに棲んでいるドロンパだから、＜東京ドロンパ＞
というわけである。
狸の世界では誰もが認める東京ファンである。
そんな彼にオフィシャルマスコット招聘のオファーが届き、チームマ
スコットとなった。
2021シーズンはコロナ禍においてもオンラインだけではなく、感染
症対策を講じたうえで実際にファン・サポーターと触れ合う機会を
設けた。

バレーボールチーム

FC東京バレーボールチームでは、「バレーボールを楽しむ、もっと好
きになる」「なにごとにもチャレンジする」をコンセプトに、FC東京バ
レーボールチームの選手たちによるバレーボール教室を2002年か
ら継続して実施。基本プレーを中心に、子どもたちの世代ごとの発
育・発達に合わせた技術指導を行っています。2020年度も東京都内
の小・中学生を対象として開催。一緒に汗を流し、バレーボールの面
白さ、楽しさ、すごさを伝えました。また18歳以上の女性が対象の
「駒沢バレーボールコミュニティ」、小・中学生を対象とした「上井草
バレーボールスクール」、学校の授業の中でバレーボールを楽しむ
「小学校訪問」など、普及専門スタッフを中心としたレッスンも定期
的に開催。その他、各チームの練習場を訪れて実地指導を行う「出張

指導」も積極的に展
開しています。
また、ホームアリーナ
でもある墨田区総合
体育館周辺の清掃活
動へ参加するなど、地
域の一員としての活
動も行っています。

清掃活動清掃活動

●令和2年度天皇杯・皇后杯全日本バレーボール選手権大会ベスト4

活動方針

普及活動

2020-21シーズンの戦績

練習場
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